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セクシュアル・ハラスメントに関するアンケート 
 

2009年6月20日 
実施：日本聖公会正義と平和委員会ジェンダープロジェクト 

管区 女性の課題に関する担当者 
                                   管区  人 権 担 当 者 

  
■アンケートの集計上必要となりますので、回答くださる方は、以下について当てはまるところに○ある

いは記入をしてください。 
  

教役者   信徒  
あなたの性別（    ）※性別をおたずねするのは、一般的には、セクシュアル・ハラスメントは、男女二分

法社会の中で、女性に対して起こることが多いためです。戸籍上の性別ではなく、実

生活上の性別をお答えください 
年齢   10 代  20 代  30代  40 代  50 代  60 代  70 代  80 代以上 

 
質問１．「セクハラ」という言葉についてあなたの認識として最もあてはまるものに○をしてください。 

 

１．全然知らなかった  

２．言葉くらいは聞いたことがある 

３．言葉としてよく聞くがセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）の短縮語だとは知らなかった 

４．セクシュアル・ハラスメントの短縮語だと知っていた 

５．言葉の意味、内容も知っているし、関心をもっている 

 

質問２．今の日本の社会のセクシュアル・ハラスメントに対する意識や取り組みの風潮をどう思いますか。

最もあてはまるものに○をしてください。 

 

１．意識もまだまだだし、もっと取り組みがなされるべき 

２．意識は少し浸透しているし、取り組みも少しはされていると思う 

３．多少意識は浸透しているが、取り組みはまだ足りないと思う 

４. かなり意識には浸透し、対応策もよくされていると思う 

５．過敏になり過ぎていると思う 

６．取り組みの必要を感じない 

 

質問３．セクシュアル・ハラスメントに関する認識についておたずねします。最もあてはまるものひとつ

に○をしてください。 

 

セクシュアル・ハラスメントは、 

１．全面的に加害者の責任だと思う 

２．どちらかといえば加害者の責任であると思う 

３．どちらにも責任があると思う 

４．どちらかといえば被害者に責任があると思う 

５．全面的に被害者の責任であると思う 

６．わからない 



2 
 

質問４．「教会とセクシュアル・ハラスメント」という言葉を聞いてどのように感じますか。最もあては

まるものに○をしてください。 

 

１．教会ではセクシュアル・ハラスメントなど起こるはずがない   → 質問５へ 

２．教会の中でもセクシュアル・ハラスメントが起こりうると思う   → 質問６へ 

３．どちらとも言えない 

４．わからない 

５．その他 

 

質問５．（質問４で１．「教会ではセクシュアル・ハラスメントは起こるはずがない」と答えた人） 

その理由は 

１． 教会は信頼によって結ばれている共同体だから 

２． 教会は聖なる場所だから 

３． セクハラといわれることの多くは、コミュニケーションの手段や愛情表現であり、誤解だと思うから 

４． 実際に教会でそのようなことを見聞きしたことがないから 

５． その他（                                    ） 

 

質問６．（質問４．で２．「教会の中でもセクシュアル・ハラスメントは起こりうると思う」と答えた人） 

     その理由は 

１．教会も一般社会と同じだと思うから 

２．人間関係が固定的になりやすいから 

３．教会は閉鎖性が強いところだから 

４．実際に見聞きしたことがあるから 

５．その他（                                     ） 

 

 

質問７．あなたはこれまで「教会でセクシュアル・ハラスメントの被害を受けた」という人から相談され

たことがありますか。 

 

１．ある    ２．ない 

 

質問８．→質問７で「ある」と答えた方はどのように対応されましたか。 

 

１．ただ話を聞くだけ聞いた 

２．加害者に対し、直接抗議した、または注意をした。 

３．被害者に落ち度があると思ったので、（被害者に）注意をした。 

４．対応に苦慮したので、他の人に相談した 

 

  誰に？ →  自分の家族  教会外の友人  教会の友人  教会委員  相談窓口   

教会の牧師  牧師のつれあい 他の教会の牧師  教区主教 

 

５．教会の相談窓口（他教派も含む）、行政や警察の相談窓口、ホットラインなどの第三者機関を紹介し

た 
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質問９．次の事柄のうちセクシュアル・ハラスメントだと思うものすべてに○をしてください。 

 

１．「男は男らしく」「女は女らしく」や「男のくせに」「女のくせに」と言われる 

２．女だからお茶汲みや掃除、男だから力仕事など性別を理由に仕事を強要される 

３．性別を理由に活動時間・内容・方法を制限される（ex. 帰宅時間、行く場所、行動の仕方など） 

４．性別によって能力や実績を不当に低く評価される 

５．性的な写真・ポスターなどを目に付くところに置かれる 

６．性的な話を聞かされる 

７．髪・肩などに軽く触られる 

８．望んでいない交際をしつこく求められる 

９．望まない性行為を求められる 

10．容姿のことを言われる 

11．交際・性交・結婚・妊娠などプライベートな事柄を話題にされる 

12．交際・性交・結婚・妊娠などについて噂を流される 

13．性的な内容の電話・手紙・ファックス・メールなどを送られる 

14．性的に 不快な言動でつきまとわれる 

15．性の多様性を否定される 

   

 

質問10．セクシュアル・ハラスメントは異性間においてのみ存在すると思いますか。 

 

１．異性間においてのみ存在する     

２．同性間でも存在する 

３．わからない 

 

 

質問11. あなたは、教会関係以外でのセクシュアル・ハラスメント防止に関する研修会などに参加され

たことがありますか。 

 

１．ある （具体的に                         ） 

２．ない 

 

 

質問 12．あなたは教区あるいは教会関係でセクシュアル・ハラスメント防止に関する研修会などに参加

されたことがありますか。 

 

１．ある （具体的に                          ） 

２．ない 

     

 

質問13. あなたは、聖職養成課程で、セクシュアル・ハラスメント防止に関する研修が必要だと思いま

すか。 

 

１．思う 

２．思わない 
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質問 14．あなたは日本聖公会におけるセクシュアル・ハラスメント防止についてどのように取り組んで

ほしいですか。あてはまるものに○をしてください。（複数回答可） 

 

    取り組む必要はない → Ａへ    取り組む必要がある → Ｂへ 

 

Ａ 1 現在、十分に取り組まれていると思うので、これ以上必要はない 

2 教会と一般社会とは違うので企業のように防止案をつくるなどは賛成できない 

3  当事者間の問題なので、日本聖公会としては何もする必要はない 

 

Ｂ → １～５の番号および必要の程度に○をしてください。 

1 管区レベルでの研修・啓発      特に必要  必要  わからない あまり必要でない 必要でない 

       2 教区レベルでの研修・啓発     特に必要  必要  わからない あまり必要でない 必要でない 

3 教会レベルでの研修・啓発     特に必要  必要  わからない あまり必要でない 必要でない 

4 教区間の連携           特に必要  必要  わからない あまり必要でない 必要でない 

5  意思決定機関への女性の参画促進    特に必要  必要  わからない あまり必要でない 必要でない 

 

     

        

 

 

質問15．あなたはセクシュアル・ハラスメントが起こる要因として、どのようなことが関わって 

いると思いますか。自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問16．セクシュアル・ハラスメントに限らず、教会における人権侵害について、ご自由に思 

うところをお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力ありがとうございました。いただいたご意見は今後のセクシュアル・ハラスメント防止のために用い

させていただきます。 


